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Problems with the practicum conducted at welfarc facilities, as a part of the curriculum
of childcare training schools for nursery teachers wcre investigatedo ln a previous study,
advance preparation and guidance provided before the training were investigated. In this
study, guidance interviews conductcd after the practicum and summaries of the practicum
were synthetically analyzed in order to examine the dcvclopment of the ``self" in students
resulting from the training, as assessed from students'``awareness''through self一evaluation
conducted after the trainingo The results indictcd that there were differences in the
awareness of students, dcpending on the type of facility whore they trainedo Moreover,
analysis of interview data identified the following categories as factors in the awareness
related to the development of the self: ``confusion," ``anger,'' ``anxiety about failure,"
``episodes,'' ``awareness," ``a feeling of distance,'' ``relationship based on reliance,"
``teamwork,"``being challenging,"and``expansion of understanding."In the training of futurc
nursery teachers, it would be important to help students develop a clear image of a nursery
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teacher. For this purpose, it would be necessary to conduct reviews after the completion
of a practicum and compare self―evaluation  and evaluatiOns by others, as well as to examine
the ``awareness'' of the students themselves.





















本研究では、この うち 「施設実習」を取 り上げながら、短期大学での取組みの現状を明らかに
し、今後の施設実習のあり方について問題提起 していくことをねらいとした。保育実習は、保育












また、山口 (2007)は、実習前後における短大生の心的発達を検討 し、実習前と比較 して、実
習後は、「自己効力感」と「いきがい感」に有意差が認められることを確認 した_Lで、「施設実習J
の経験が、学生の心的発達に影響を与えていることを報告 している。また、実習プログラムの検
討を行 うために、「施設実習」過程における学生のモチベーションについて、シー トと実習 日誌記







践を振 り返 り、自己評価を行 うとい う活動は、その後の学びや活動の動機づけに影響を与え、個
人の資質を高めていくことに繋がっていくt)のであろう。
よって、本研究では、保育士養成機関における 「施設実習」事後指導の面接記録及び学生自身
の自己評価 と実習まとめシー トを分析することによって、学生の実習後の自己評価 と「気づき」









(1)時期 :200X年2月～ 3月 施設実習事後学習
(2)対象 :施設実習を経験 した78名。
(3)手続き :施設実習事後指導の時間 (90分)を2コマ使って行った学生一人ひとりに対する
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めるものであるとされている。






Table.1 表1 実習先 (N=155)
希望施設種 希望者の害J合 (人数) 実際の施設実習先
乳児院 34.2%(53人) 9。7%(15人) 8施設
児童養護施設 44.5%(69人) 30。3%(47人)21施設
障害児者施設 11。0%(17人) 47.1%(73人)35施設






















に、この情報管理が徹底 しているために生 じた情報の乏 しさによる子 どもたちの実態把握困難 と
Table.2 施設別 自己評価結果表 (N=155)
自己評価項 目 乳児院 児童養護施設 障害児者施設 その他
1 積極性・主体性 3。 2 3.7 4。 0 3.4
2 コミュニケーション 3.8 4。 2 3.0
3 知識 0技能 3.2 3.9 4.2 3。 7
4 研究課題 3.3 3.9 4.1 3.2












標準誤差 0.1 0。 1 0。 0 0.1
中央値 3。 2 3.9 4。2 3.4
最頻度 #N/A #N/A #N/A #N/A
標準偏差 0。 3 0。 1 0。 1 0.3
分散 0.1 0。 0 0。 0 0。 1
尖度 3.7 0。 8 -1。3 -0。4
歪度 1.8 -0.3 -0。8 -0。2
範 囲 0.8 0.4 0。 2 0。7




技能」「研究課題」「実習 日誌記録」の5項目について、 5。 よくできた、4.できた、3.ふつ
う、2.できなかった、 1。 まったくできなかった、の5段階評価を行ってもらつた。その項 目
別 自己評価結果の平均値をTable。3、 Fig。2に示 した。








ついては、他の項 目と比較 して、それほどの低い評価が出ていなかった。学生自身が当初想定 し
ていたよりも、コミュニケーションを取ることができていたと思われる。 さらに、実習を行 うに
あたっての研究課題及び実習 日誌の記録の仕方についても、事前に十分な検討 と準備を行つてい
るため、総 じて自己評価が高い結果 となっている。やは り、事前の学習と準備が実習に大きく影
響を与えていることが明らかとなつた。
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項 目別 自己評価結果 (平均 )
積極性主体性 午目詳裏・主主青ヒ 研究課題
“障害児者施設 Ⅲ… モ曇他







の障害児 との関わ りによって、あらためて、発達理解の重要性に気がついた」「家庭環境や 日頃の
生活が、いかに子 どもたちに影響を与えているか思い知 らされた」等のコメン トにもあるように、
保育士としての視野の拡が りももたらされている。
一方、マイナス面では、自分の力のなさを受け止めると同時に、施設のあり方や先生方の指導、
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Table.3 カテゴリー 1【とまどい】に至る学生の実習まとめシートの分析過程 (例)





藤 か ら気づ き
へ と昇華 した
もの



























知識のな さ 先生からの質問に対 して、専門的な語句の理解が十分でき
ず、あらためて、専門的な知識の大切 さ、必要性を感 じま
した。














驚き 緊張 不安 身体が動かない 何が原因なの
対応できない やり方のまずさ 逃避 体力のなさ
2.憤り 自他に対す るい らだち
を媒介 とした省察
できない自分 自分への怒 り 先生の対応 施設の
あり方 消極性 不甲斐なさ 甘え
3.失敗不安 失敗や不安を介 した 自
分の姿
自分がどのように見られているか 成績 比較 事
故やけが いのち 責任
4.エピソー ド エ ピソー ドか ら学んで
いる姿勢
















つかず離れず プライベー ト 余暇指導 折 り合い
7.信頼関係 や りとりか ら関係性の
構築 自己の力を考えた
もの
コミュニケーションカ 仲間意識 同等意識 率先




協働作業 聞 く力 伝える力 質問力 声かけ 伝




専門性 今後の課題 動機づけ 使命感 達成感
成就感  自信  目白勺
10.理解の拡が リ 自己理解の高まりを示
したもの
大学の講義 イメージ 現場 指導者の役害J 障害
特性 子ども理解 発達的視点 振り返り
実習の前半部分においては、ほとんどの学生が、子 どt)たちや利用者に対する接 し方にとまど
い、想定していた以上の出来事に対 しての対応に苦慮 している姿が描かれていた。そ して、「これ
をしてはまずいのではないか」「了^ どもたちや利用者の方々から嫌われるのでは・ 00」「先生た
ちの私の評価が低下する」等の不安に駆 られながら、消極的な自分にいらだち、憤 りさえも感 じ
ている。 しか し、日々のエビソー ドの中で、先生の対応を基にした行動力や判断力が形成 され、
柔軟な対応がきるようになってくる。 これまで見えてこなかった多くの支援のあり方や子 どもた
ちへの接 し方が体得され、相手との適度な距離感を保ちながらの関わ りが形成されてくる。 さら
に、これまで自分自身のことで精一杯であった状態から、先生や他の実習生仲間とのや りとりの
余裕が生 じ、チームの一員 として動けるようになってくる。日々の活動に充実感を覚えてくると、
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それが、自信 となり、「保育士になりたい」とい う目的意識に裏打ちされた「や りがい」感が高ま
つてくるとい う構図が成 り立ってきた。最終的には、実習終了後の自分を振 り返 り、経験による
理解の拡が りを自分自身で確認 していくとい う作業ができるようになってきている。
学生は、事後学習でのや りとりを通 して、自分の 「気づき」に意味を付与 していき、さらに、
その価値や意義について確認 していくことによって、自分自身の新たな力の発見や課題の輪郭が







演習のあり方を吟味 していくことが求められる。Atkinson(1995)は、語 りのス トー リー構成の
立場から、「女台まり」「葛藤」「解決」の段階を経て、生きる目的に意味を付与し、解決の方向へと































ソー ド)に対 しての (とまどい)や(葛藤〉、自分に対する (不甲斐なさ)、 (失敗不安)による極
















は何か"について、常に自問自答 しながら、フィール ドワークを行ってきた。また、学生の 「気










実現に向けたステ ップアップが望まれようの「自分 とは何か」「実習の価値 とはJ「保育士として
のあるべき姿とは」が常に自問自答できる学生に育ってほしいと考える。
70 石 山 貴 章・安 部  孝・田 中 誠
研究の限界と今後の課題
今回は、「施設実習」における事後学習での振 り返 りの時間に基づいた検討を行い、「施設実習」
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